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１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 36,251 － 3,642 － 4,179 － 1,172 －

2025年３月期第１四半期 21,655 △62.5 1,333 △71.5 375 △91.7 △578 －
(注)包括利益 2026年３月期第１四半期 2,656百万円( －％) 2025年３月期第１四半期 △3,661百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 63.10 －

2025年３月期第１四半期 △32.50 －
(注)2025年３月期に決算期（事業年度の末日）を６月30日から３月31日に変更しているため、前第１四半期累計期

間（2024年７月１日から2024年９月30日）と比較対象期間が異なるため、対前年同四半期増減率は記載しておりま
せん。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 156,916 44,238 18.4

2025年３月期 145,802 43,338 16.6
(参考) 自己資本 2026年３月期第１四半期 28,804百万円 2025年３月期 24,180百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 0.00 － 3.00 3.00

2026年３月期 －

2026年３月期(予想) － － － －

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
２．2026年３月期の配当予想については、未定としております。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 95,000 － 6,000 － 6,000 － 3,000 － 168.53
(注)１. 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２.2025年３月期は決算期変更の経過期間に伴い９ヶ月決算となっておりますので、対前期増減率につきましては
記載しておりません。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期１Ｑ 19,033,193株 2025年３月期 17,930,693株

② 期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 130,176株 2025年３月期 130,176株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 18,575,901株 2025年３月期１Ｑ 17,790,829株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料P.4「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況
当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の拡大等を背景に、

個人消費は底堅く推移し、設備投資も増加傾向にある等、経済活動の持ち直しの傾向がみられました。一方、世界

経済は、米国の関税政策の動向に対する懸念、ウクライナ紛争や中東情勢等の地政学リスクの継続もあり、依然と

して先行きの不透明な状況となっています。

再生可能エネルギー市場においては、国内では、日本政府による2050年カーボンニュートラル宣言の下、2030年

度に温室効果ガス排出を2013年度比46％削減するとの目標が設定されています。国際的には、2024年に開催された

国連気候変動枠組条約（COP29）脱炭素社会の実現への取り組みは進展しており、再生可能エネルギー市場は、中長

期的な成長が見込まれています。一方で、米国政府による気候変動対応やインフレ抑制法（IRA）に対する動向等に

は引き続き注視が必要な状況です。

当社グループの主力事業である太陽光パネル製造事業においては、世界的に需要は旺盛であるものの、米国市場

では、同国政府により、東南アジア４カ国に対するアンチダンピング関税及び相殺関税の賦課に関する最終決定が

下され、その他相互関税等の政策面でも不透明な状況が継続しました。このような経営環境の中、当社グループは

米国向けの販売を顧客との折衝により、最大限確保すると共に、インド国等のアジア向けの販売を強化してまいり

ました。併せて、将来の収益拡大を見据え、エチオピア国のセル工場での生産を第１フェーズとして本年４月に開

始し、順調に顧客への販売を展開しています。更に、旺盛な需要を背景に、2026年３月期第２四半期中を目途に第

２フェーズの生産を開始する予定です。エチオピア国製の太陽光セルは、米国輸入時の相互関税率が相対的に低い

というメリットもあることから、米国テキサス州に建設中の太陽光パネルの新工場への製品供給を行うほか、外部

顧客への販売も強化します。そして、米国市場において太陽光パネル関連製品の安定した供給体制を構築し、同国

内での太陽光パネル製造事業の拡大に取り組みます。

当社は、前連結会計年度に決算期変更を実施したため、2025年３月期は９ヶ月の変則決算となりました。前連結

会計年度と会計期間が異なることから、以下の経営成績に関する説明において、増減額及び前年同期比(％)を記載

せず説明しております。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は36,251百万円、営業利益は3,642百万円、為替差益が

1,234百万円発生したことにより、経常利益は4,179百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,172百万円とな

りました。

太陽光パネル製造事業は、ベトナム国のVietnam Sunergy Joint Stock Company（以下、「VSUN」という。）及び

太陽光パネルの上流工程となるセルを製造するTOYO SOLAR Company Limited（以下、「TOYO SOLAR」という。）を

傘下におくTOYO Co.,Ltd.が連携し、グローバル・サプライチェーンの強化に取り組んでいます。

グリーンエネルギー事業は、太陽光発電所及び関連設備にかかる物品販売（フロー型ビジネス）を継続するとと

もに、太陽光発電所の自社保有化（ストック型ビジネス）を展開することにより、事業基盤の強化に取り組んでい

ます。
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セグメント毎の経営成績については、次の通りです。

１．太陽光パネル製造事業

当第１四半期連結累計期間においては、売上高33,943百万円、セグメント利益3,749百万円となりました。

米国市場では、太陽光パネル関連製品に対するアンチダンピング関税及び相殺関税の賦課に対する決定があ

りましたが、べトナム国を含む特定の国に対する相互関税の賦課に対する猶予期間（４月９日から発動を90日

間停止）があり、ベトナム国のVSUN及びTOYO SOLARから米国顧客向けに対する前倒しの需要が発生し、併せて

インド国を中心とするアジア顧客向けの販売が堅調であったことから、売上高は一定の水準を確保しました。

営業利益は、堅調な売上を背景に、エチオピア国及び米国テキサスの新工場建設に係る先行投資のコスト増を

吸収し、計画を上回る水準となりました。当社グループは、当事業において、地政学リスクを考慮し、ベトナ

ム国、エチオピア国及び米国の３エリア体制によるサプライチェーン強靭化と競争力強化を推し進めていま

す。このため、今後の米国における輸入関税の影響も限定的であると想定しています。

なお、エチオピア国で各国の顧客に対し、販売を開始したセル新工場における４～６月の経営成績は、３ヶ

月後となる当社の第２四半期連結累計期間から反映される予定です。

２．グリーンエネルギー事業

当第１四半期連結累計期間においては、売上高2,052百万円、セグメント利益129百万円となりました。

当社グループでは、WWB株式会社及び株式会社バローズを主体に、太陽光発電所の販売のほか、太陽光パネ

ル、PCS（パワーコンディショナ）、産業用及び住宅用蓄電池等の太陽光発電設備に係る部材販売をフロー型ビ

ジネスとして行いつつ、売電収入を原資とする安定収入体制の構築のため、完工後も発電所を継続して保有・

管理するストック型ビジネスを展開しています。フロー型ビジネスにおいては、国内の大手小売量販店をチャ

ネルとする販売が堅調に推移しました。ストック型ビジネスにおいては、自社の開発能力を活用した優良発電

プロジェクトの開発に取り組み、発電所開発・建設を進め、事業基盤の拡充に取り組んでいます。Non-FIT発電

所開発・建設やM&Aも積極的に活用するほか、最適なポートフォリオの構築に取り組み、収益基盤の拡充を図っ

ています。

更に、積極的な海外展開に取り組むほか、将来の社会的な課題として懸念されている太陽光パネルの廃棄問

題に対する取組みとして、PV Repower株式会社を中心に太陽光パネルのリユース事業を展開しています。ま

た、北海道地区において、電力の需給調整や停電時などに備えて、安定的な電力供給を可能とする系統蓄電池

事業に参入しており、今後は、系統蓄電池事業において、更なる蓄電所の新規案件獲得に取り組んでまいりま

す。

３．その他

当第１四半期連結累計期間においては、売上高256百万円、セグメント損失21百万円となりました。

その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＩＴ事業、光触媒事業及び建機販売

事業などを含んでおります。
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（２）当四半期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は91,232百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,193百万円

増加いたしました。これは主に売掛金が3,102百万円増加したこと等によるものであります。固定資産は

65,6844百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,920百万円増加いたしました。これはその他有形固定資産が

10,459百万円増加したこと等によるものであります。

この結果、総資産は、156,916百万円となり、前連結会計年度末に比べ11,114百万円増加いたしました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は85,874百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,587百万円

増加いたしました。これは主に買掛金が4,414百万円増加したこと等によるものであります。固定負債は26,803

百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,626百万円増加いたしました。これは主にリース債務が5,484百万円

増加したこと等によるものであります。

この結果、負債合計は、112,677百万円となり、前連結会計年度末に比べ10,214百万円増加いたしました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は44,238百万円となり、前連結会計年度末に比べ900百万円

増加いたしました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益が1,172百万円増加したこと等によるものであり

ます。

この結果、自己資本比率は18.4％（前連結会計年度末は16.6％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期連結業績予想につきましては、2025年５月15日付「2025年３月期決算短信〔日本基準〕(連結)」にお

いて公表した数値から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,451 33,488

売掛金 5,434 8,537

販売用不動産 1,597 1,765

商品及び製品 16,618 10,583

原材料及び貯蔵品 1,322 5,461

仕掛品 3,925 2,923

前渡金 9,577 3,390

未収入金 1,974 2,474

預け金 20,033 17,931

その他 2,250 4,823

貸倒引当金 △147 △147

流動資産合計 89,038 91,232

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具 42,632 48,138

減価償却累計額 △11,734 △13,822

機械装置及び運搬具（純額） 30,898 34,316

土地 2,524 3,146

建設仮勘定 7,565 4,393

その他 5,254 15,714

有形固定資産合計 46,242 57,570

無形固定資産

のれん 3,899 3,819

その他 2,687 239

無形固定資産合計 6,587 4,058

投資その他の資産

投資有価証券 1,434 1,436

長期貸付金 10 10

繰延税金資産 705 890

その他 2,026 1,959

貸倒引当金 △242 △242

投資その他の資産合計 3,933 4,055

固定資産合計 56,763 65,684

繰延資産 0 0

資産合計 145,802 156,916
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 10,131 14,546

短期借入金 32,310 29,459

1年内返済予定の長期借入金 1,506 3,202

未払金 522 359

1年内償還予定の社債 66 66

未払法人税等 1,151 1,341

契約負債 8,632 8,592

1年内返済予定の長期割賦未払金 773 776

賞与引当金 28 23

リース債務 249 623

輸出関税に係る引当金 16,470 15,738

その他 8,443 11,144

流動負債合計 80,286 85,874

固定負債

長期借入金 10,381 9,766

長期割賦未払金 9,629 9,492

退職給付に係る負債 0 0

リース債務 1,466 6,951

長期未払金 6 6

繰延税金負債 492 319

その他 199 266

固定負債合計 22,176 26,803

負債合計 102,463 112,677

純資産の部

株主資本

資本金 2,521 2,766

資本剰余金 3,153 6,999

利益剰余金 18,683 19,855

自己株式 △91 △91

株主資本合計 24,266 29,529

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25 16

為替換算調整勘定 △110 △741

その他の包括利益累計額合計 △85 △725

新株予約権 264 267

非支配株主持分 18,892 15,166

純資産合計 43,338 44,238

負債純資産合計 145,802 156,916
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年７月１日
至 2024年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

売上高 21,655 36,251

売上原価 17,856 28,992

売上総利益 3,799 7,258

販売費及び一般管理費 2,465 3,616

営業利益 1,333 3,642

営業外収益

受取利息 110 64

持分法による投資利益 - 18

為替差益 - 1,234

その他 211 831

営業外収益合計 322 2,149

営業外費用

支払利息 365 1,414

為替差損 776 -

持分法による投資損失 58 -

その他 79 197

営業外費用合計 1,280 1,612

経常利益 375 4,179

特別利益

固定資産売却益 4 7

新株予約権戻入益 14 2

特別利益合計 19 9

特別損失

固定資産売却損 - 1

固定資産除却損 269 0

その他 - 33

特別損失合計 269 35

税金等調整前四半期純利益 125 4,153

法人税等 712 860

四半期純利益又は四半期純損失（△） △586 3,292

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△8 2,120

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△578 1,172
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2024年７月１日
至 2024年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △586 3,292

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4 △9

為替換算調整勘定 △3,066 △630

持分法適用会社に対する持分相当額 △3 3

その他の包括利益合計 △3,074 △636

四半期包括利益 △3,661 2,656

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,949 1,855

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,711 800
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2024年７月１日 至 2024年９月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)３
合計

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

太陽光パネ

ル製造事業

グリーン

エネルギー

事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 19,700 1,796 21,497 158 21,655 － 21,655

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － 0 0 △0 －

計 19,700 1,796 21,497 158 21,655 △0 21,655

セグメント利益又は損失(△) 1,306 277 1,583 △28 1,555 △221 1,333

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△221百万円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は主に管理部門で発生した経費です。

２．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＩＴ事業、光触媒事業及び建機

販売事業などを含んでおります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注)３
合計

調整額

(注)１

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)２

太陽光パネ

ル製造事業

グリーン

エネルギー

事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 33,943 2,052 35,995 256 36,251 － 36,251

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 33,943 2,052 35,995 256 36,251 － 36,251

セグメント利益又は損失(△) 3,749 129 3,879 △21 3,857 △214 3,642

(注) １．セグメント利益又は損失（△）の調整額△214百万円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は主に管理部門で発生した経費です。

２．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

３.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ＩＴ事業、光触媒事業及び建機

販売事業などを含んでおります。
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（四半期連結貸借対照表に関する注記）

（偶発債務）

①輸出関税等に係る税務上の損金不算入

当社の連結子会社のVietnam Sunergy Joint Stock Company 及びその子会社は、販売にかかる輸出関税等に

関する見積額を計上しており、現地の法人税等の計算上は税務上の損金として取り扱っております。そのため、

将来における現地税務当局の調査結果によっては、当該販売にかかる輸出関税等の税務上の損金算入が認めら

れない可能性がありますが、現時点では将来の追加の法人税等の発生可能性及び金額を合理的に見積ることは

困難であると認識しております。

②訴訟に係る賠償等

2024年12月、当社及び連結子会社７社は、太陽光パネルメーカーから訴訟の提起を受け、米国北カリフォル

ニア地区連邦地方裁判所より訴状の送達を受けました。なお、その後当社は本件訴訟の当事者から除外されて

おり、当社の連結子会社８社が本件訴訟の当事者となります。

現時点において当社の今後の業績に与える影響額を合理的に予測することは困難であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、

次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2024年７月１日
至 2024年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

減価償却費 2,368百万円 1,368百万円

のれん償却額 94 80

（重要な後発事象の注記）

（連結子会社における固定資産の譲渡）

当社は、2025年７月15日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるWWB株式会社（以下、WWB）が保有

する固定資産の譲渡（以下、本譲渡）を決議し、同日本譲渡を実行いたしました。

（１）譲渡の理由

WWBは、グリーンエネルギー事業展開において、太陽光発電を中心とする自社保有発電設備の拡充に注力して

おり、FIT制度による売電事業だけでなく、Non-FIT、PPA、オンサイト・オフサイトといった様々な事業形態に

より、今後もストック型ビジネスの強化を続けてまいります。更に、今後は系統連系蓄電池領域にも積極的に

事業展開を進めていき、最適な事業ポートフォリオの構築に取り組みます。今般、その事業戦略の一貫として、

開発済み発電所である宮城県内の太陽光発電所を譲渡することといたしました。本譲渡により、引き続き太陽

光発電所（自社保有）及び今後事業の拡大を図る系統蓄電池事業におけるポートフォリオの強化に取り組み、

強固な収益基盤を確立してまいります。

（２）譲渡先の概要

譲渡先につきましては、守秘義務により開示を控えさせていただきます。譲渡先は国内事業法人１社ですが、

当社との間に資本関係、人的関係及び取引関係として特記すべき事項はなく、当社の関連当事者には該当いた

しません。

（３）譲渡資産の内容

① 譲渡資産の種類 宮城県内の太陽光発電所

② 譲渡前の使途 固定資産

譲渡価額については、守秘義務により開示を控えさせていただきます。

（４）譲渡の時期

2025年７月15日
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